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の取組について
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取組に至った理由・きっかけ

ecoプロジェクトの取組内容

これまでの実績

連携事業で大切だと感じたこと

～本日ご紹介させていただくこと～
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 取組に至った理由・きっかけ

•企業が事業（本業）を通じて環境・社会課題解決を求
められる時代背景。 ＳＤＧｓ・ＣＳＶ・ＥＳＧ

•企業（金融機関）としての環境分野への貢献方法を模
索していたこと。

取組理由

•環境分野を融資対象として重要視していたこと。

•千葉大学と包括連携協定を締結していたこと。

取組の

きかっけ
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 ecoプロジェクトの取組内容
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【名称】
～７色の虹を千葉から未来へ～
「千葉大学×京葉銀行ecoプロジェクト～」

【目的】
社会貢献活動（ＳＤＧｓ・ＥＳＧへの取組）
・環境意識の啓発、地域社会の活性化と環境負荷削減への貢献
・学生に対する社会勉強の機会の提供

【取組内容】
①当行による千葉大学環境ＩＳＯ学生委員会の環境活動支援
②千葉大学生による当行取引先への「エコアクション２１」取得コンサル
ティングの実施

③千葉大学と当行発案によるユニークな７つの環境貢献企画の実施
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 ecoプロジェクトの取組内容

 ecoプロジェクトの取組内容
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ecoプロジェクトの取組内容



 これまでの実績と今後の展開
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環境省から表彰：「21世紀金融行動原則 特別賞（運営委員長賞）」

※環境に配慮した経営を宣言している金融機関２５３社の取り組みの中から、環境大臣賞に
次ぐ優良事例として受賞。



京葉銀行 千葉大学

 連携事業で大切だと感じたこと

共同ｅｃｏプロジェクト

【大学の強み】
・環境活動に関するノウハウ、知見の蓄積
・学生の柔軟な発想

【銀行の強み】
・中小企業事業、個人取引先とのつながり
(顧客基盤）

 お互いの「得意分野」と「苦手分野」を補い合う関係
～何ができるのか、何が不足しているのかの情報共有

～
 明確な役割分担

～企画・期日・担当～

 お互いにメリット・利益がある取組であること
～銀行・大学・学生～

日
頃
か
ら
の
人
的
交
流

【銀行のメリット】
・環境活動に関するノウハウの補完
・学生の柔軟な発想、学術的な知見の活用
・銀行のイメージアップ、営業ツールとしての活用
・千葉大学との産学連携の強化

【大学のメリット】
・経営者等との新たなパイプ、接点の開拓
・学生の社会勉強
・銀行との産学連携の強化
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